
「いつでも安⼼して
⾏き来できる社会をめざして」

⼤⽵ 浩司
公益社団法⼈⼤阪聴⼒障害者協会
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2 聞こえない、聞こえにくい⼈たちのくらし

情報から閉ざされて
テレビやラジオは⾳声放送中⼼

⽇常のくらしの中で
⾃治会、地域⾏事、娯楽

学校や職場で
地域の⼩中学校、職場会議

3 あらゆる場⾯で

ことばは社会⽣活にとって必要なもの
社会は⾳声語によるコミュニケーション中⼼

聴覚障害者は孤⽴
現在は⼿話通訳者、要約筆記者派遣が増えて
きたが、まだまだ不⼗分

聴覚障害とコミュニケーション
・聴覚障害者は外⾒上、理解しにくい障害者
・聴覚障害者の中には障害程度が同じでも、
ことばが聞き取れる⽅と聞き取れない⽅が
いる

・これは本⼈の⽣い⽴ちや受けてきた教育訓
練などの違いによる

・聴覚障害者の中には⼿話より⽂字情報
を望む⼈もいる →難聴者、中途失聴者
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聴覚障害者のコミュニケーション⽅法（１）
⼿話、指⽂字、読話、補聴器、筆談など
⼿話 → ⼿や体の動きなどで表現。同じ表現⽅法でも、表情や

⼝形、位置や⽅向、強弱などで意味が違う。
指⽂字 → 50⾳を指の動きで表現。多⽤すると読み取りが⼤変。
読話（⼝話） → ⼝の動きで単語や会話の前後から内容をつ

かむが、限界がある。
筆談 → ⽇本語の読み書きができる⼈向き、但し書くだけで

は気持ちが伝わりにくい。
補聴器・⼈⼝内⽿ → 残存聴⼒の活⽤、但しすべての⾔葉

をはっきりと聞き分けられる訳ではない。
⾝振り、空書 → 空間に⽂字を書く⽅法などもある。

5 聴覚障害者のコミュニケーション⽅法（２）

・コミュニケーション⽅法は様々である。そ
の時、その場に合わせて選択することが⼤
事である。

・お互いに顔を向き合って、表情や⼝の動き
、⼿の動きが⾒えるようにする

・聞こえる⼈はまず⼝話がやりやすいように
思いがちだが、⼝の形に集中しなければな
らず、聞こえない⼈には⼤変苦痛である。
1つだけの⽅法で良いというものではない
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7 公的制度

障害者総合⽀援法では、「意思疎通⽀援」事
業として総称。
・聴覚障害者 → ⼿話通訳や要約筆記
・盲ろう者 → 触⼿話や指点字
・視覚障害者 → 代読や代筆
・知的障害や発達障害のある⼈

→コミュニケーションボードによる
意思の伝 達など

・⼿話は聴覚障害者（特にろう者）の集団から⽣まれ
、発展してきた「⽬で⾒ることば」で「⾔語」でも
ある

・⼿話は⼈間の⾃然な表情や⼿指の動きなどで構成
・聴こえない⼈が聞こえる⼈と気兼ねなく会話がで
きる⽅法は、総合的には⼿話がすぐれている

・⼿話通訳 → 「聞き取り通訳」 「読み取り通訳」

8 ⼿話と⼿話通訳



要約筆記と筆談
・⽂字や⽂章を書いて伝える⽅法。話し⾔葉（⾳声）の
速さに対応できないので、ポイントだけの記述になる

・読み書きが苦⼿な聴覚障害者もあり、簡潔に書く⼯夫
が⼤切

・現在はパソコン利⽤で、話し⾔葉（⾳声）をそのまま
⽂字で⼊⼒できる⽅法が「⽂字通訳」として広がって
いる
話している⼈が書く⇒筆談 第三者が書く⇒要約筆記
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「よくわかる︕
聴覚障害者への
合理的配慮とは︖」
から
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800円＋税 2016年6⽉１⽇発⾏

（2）交通機関 事例1 アナウンス

よくあるトラブル
駅のホームでアナウンスが聞こえない。「⻩⾊いブロックか
ら下がるように」というアナウンスが聞こえず、駅員に怒ら
れた。また、⾞内のアナウンスも聞こえないので、リアルタ
イムの電光掲⽰板がほしい。

ポイント
聞こえない⼈は駅・⾞内の⾳声放送が分からない。
⾒てわかる⽂字情報がない。

11 （2）交通機関 事例２ 乗⾞拒否

よくあるトラブル
タクシー運転⼿に「〜までお願いします」と書いたメモを⾝
体障害者⼿帳を⾒せたら、嫌な顔をされ、乗⾞拒否された。

ポイント
障害者に対して、乗⾞拒否した。
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（2）交通機関 事例３ 旅⾏ツアー

 よくあるトラブル
 海外旅⾏のツアーに申し込んだところ、聴覚障害者⼀⼈の申し込み
はできない、付き添いが必要と断られた。それでも、以前も別の会
社のツアーで⾏ったこともあるし、少しの筆談で構わない、などと
何度もやり取りをしたが、⼀⼈だけ特別な配慮はできない、何かが
起きた時に責任が持てない、の⼀点張りで、結局その旅⾏には参加
することができなかった。

 ポイント
聞こえない⼈⼀⼈だけの申し込みはできない。聞こえる⼈の付
き添いが必要と⾔われた。

対応⽅法が分からないので、責任を問われることを避けている。

13 （2）交通機関 事例４ 窓⼝対応

よくあるトラブル
⾃動券発売機や無⼈駅で不具合が発⽣した時とき、呼び出し
ボタンを押しても⾳声対応だけで、話せないので困る。

⾼速バスの予約は、電話でしか予約できない会社が多く、Ｆ
ＡＸでの申し込みができない。

ポイント
⾳声以外の連絡⼿段を備えていない。
会社が電話以外の受付⼿段を認めない。
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差別事例分析
結果報告書
から
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500円＋税 2017年6⽉１⽇発⾏
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差別の具体的内容



17 18

合理的配慮をめぐる状況

19 ●障害者権利条約
●障害者基本法
●障害者差別解消法
●バリアーフリー新法
○情報・コミュニケーション法（仮）
○⼿話⾔語法（仮）
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ありがとうございました

聞こえない⼈、聞こえる⼈が
ともに幸せに暮らすことが
できる社会をつくっていきましょう
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